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まち活通信 
2025 
令和 7年 

10 月号 

Vol.5 

鶴岡市には、町内会や自治会など 463 の単位自治 

組織と、33 の広域コミュニティ組織（コミュニティ 

振興会、自治振興会等）があり、地域のまちづくりの

活動主体として取り組んでいます。 

市では、持続可能な組織づくりや担い手の育成促進

を重点課題として「第２期鶴岡市地域コミュニティ推

進計画」を策定し、市民の皆様、住民自治組織、関係

機関・団体と力を合わせて、安全・安心で、明るく心

豊かに暮らせるように取り組んでおります。 

 

この「まち活通信」では、地域のコミュニティで 

取り組まれている活動の工夫や独自の取組みを紹介

しております。今回は、支え合いに関する事業、防災

に関する事業などの取組みについて紹介します。 

 

【紹介する団体】1.城北町内会 

2.山五十川自治会 

3.三瀬地区自治会   

4.藤島地区自治振興会 

 

 
ご近所同士の支え合い 

体制の確立に向けて 

城北町内会 会長 飯野 勝巳 

城北町は、今年、町内会発足から 50 年という節目

を迎え、「心を豊かに助け合い、楽しく明るく、ふれ

あいの町づくりをめざして」というスローガンのも

と、活動を続けています。 

しかし､少子高齢化が進み、高齢夫婦世帯や単身高

齢世帯が増加しています｡これに伴い、地域福祉

や自主防災活動の重要性が高まってきました。 

｢おたすけ会員」｢おねがい会員」制度の導入 

 令和３年、山形県沖地震などの災害を踏まえ、防災

意識を高めるため、町内会防災マニュアルの見直し

を始めました。大規模災害が発生した場合、個人や家

族だけで対応するのは難しく、隣近所との協力が不

可欠だと考えたためです。そこで、災害時の要支援者

と支援協力者の把握のため、「おたすけ会員」「おねが

い会員」の登録制度を導入することとしました。「お

ねがい会員」は避難時に支援を希望する高齢者や障

害者、「おたすけ会員」は「おねがい会員」を支援す

る人です。 

活動開始当初、｢おねがい会員｣は 38 名でしたが現

在は 61 名に､｢おたすけ会員｣は 72 名から 135 名に 

増えました。「おたすけ会員」の中には、女性の方や 

 

 

夫婦で登録してくださっ 

た方、さらには夜間や休 

日など限られた時間の中 

で協力してくださる方も 

います。住民の高齢化に 

伴い「おねがい会員」の 

増加は予想していましたが、「おたすけ会員」が増えた

ことには驚きと喜びがありました。少しずつではあり

ますが、ご近所同士で支え合う体制が整ってきたと感

じています。また、｢おたすけ会員」の専用 LINE グル

ープに会員の 60％が参加しています。これにより迅速

かつ正確な情報共有が期待されます。 

さらに、町内会で緑の旗を各家庭に配布し、旗を活用

した避難訓練を実施しています｡ 避難訓練では、安全

であることの合図として、旗 

を玄関に出してもらい、発災 

時には旗が出ていない家には 

役員や「おたすけ会員」が訪 

問して安否確認をします。 

これらの取組みは、要支援者の 

情報が十分に把握されていな 

かったことが被害の拡大につながった東日本大震災の

教訓を踏まえたものです。 

城北町では、高齢者や障害者などの要支援者が災害

時に取り残されることがないよう、これからもご近所

同士で支え合える体制の確立に向けて、さらに努力し

ていきます。 

 

 

 

人  口：1,393 人 
（住民基本台帳：城北町） 

加入世帯数：285 世帯 
発  足：昭和 50 年 
学区・地区：鶴岡地域第三学区 

  
  避難訓練で 

使用する緑の旗 

城北町内会 

鶴岡地域 単位自治組織 
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住み慣れた土地で安心して 

住み続けることができる 

地域を目指して 

山五十川自治会 会長 三浦 市樹 

 
やれるかやれないか。やりたいの一念から 

朝日南部地区自治振興会 事務局長  

山口 弘美 

一つの集落で二つの古典芸能を保存継承 

山五十川集落は、鶴岡市南西部（温海地域）の中山

間に位置し、推定樹齢 1500 年の「山五十川の玉杉」

（国指定天然記念物）をシンボルに、山形県指定無形

民俗文化財の「山戸能」「山五十川歌舞伎」の二つの

古典芸能を保存継承しています。 

一つの集落で二つの古典芸能を保存継承している

例は珍しいと言われていますが、若者から高齢者ま

で幅広い世代が関わり、「人づくりは地域づくり」と

して取り組んでいます。 

近年は、生涯学習活動や小中学生の体験活動など

を通じて地域内外の交流人口も増えていることなど

から、「令和 7 年度山形県観光物産事業功労者表彰」

の栄を浴することとなりました。 

一方で、少子高齢化の時代をどう乗り越えていく

か、厳しい現実に直面しています。二つの古典芸能を

これまでと同じように継承していくことは大変難し

いことですが、地域の宝、地域民の誇りとして、工夫

を重ねながら次の時代へと保存継承していきたいと

考えています。 

 

 

 

 

 
 

支え合い「結の会」の発足 

暮らしの面では、地域内のスーパーの撤退や診療

所の閉所などが相次ぎ、特に車を持たない高齢者に

とっては厳しい生活環境になりました。 

また、高齢化率 50％を超える当集落には一人暮ら

し高齢者が多く、以前から冬季間の玄関先の除雪や

ゴミ出し、夏場の庭の草刈りや庭木の剪定等の作業

が大変だと言う声も多くあり、自治会内でも大きな 

 

 

 

課題として捉えていまし 

た。 

これらの課題を克服し 

ようと､自治会役員をは 

じめ地元有志が集い､令 

和４年５月に「山戸支え 

合い《結の会》準備会｣を立ち上げ､以降 13 回の会議

やワークショップ等を重ね､令和５年６月に支え合

い「結の会」が誕生しました。 

活動の基本は、有償ボランテ 

ィアによる地域の支え合いで、 

利用者は事前に登録を行い、利 

用券を購入します。サポートを 

希望する際に申し込みを行い、 

活動会員のサポート終了後に利 

用した分の利用券を活動会員に 

渡すという流れになります。 

設立から１年を経過した令和６年６月からは、｢お

出かけ支援｣にも取り組み、通院や買い物の付き添い

等のサポートも始めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支え合い「結の会」は、住み慣れた地域でいつまで

も元気で暮らし続けたいという誰もが考える願い

を、住民同士の支え合いにより一歩実現につなげて

います。その基盤となっているのが、「支える人」「支

えられる人」の隔たりなく、お互いが感謝の気持ちを

大切にし、生きがいややりがいを持つことです。これ

からも一つ一つの課題を乗り越え、暮らし続けられ

る地域づくりを目指して取り組んでいきたいと思っ

ています。 

 

 

人  口：364 人（住民基本台帳） 
加入世帯数：150 世帯 
発  足：昭和 29 年 
学区・地区：温海地域山五十川地区 

「山戸能」         「山五十川歌舞伎」 
 

 
通院や買い物の付き添 
い等のサポートをする 

「お出かけ支援」の様子 
 

山五十川 

自治会 

温海地域 単位自治組織 
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鶴岡地域 広域コミュニティ組織 

みんなでつくる安全・ 

安心なまちを目指して 

三瀬地区自治会 会長 加藤 勝 

  

三瀬地区は鶴岡地域の南部に位置し、西側が日本

海に面し、三方を山に囲まれた地形です。地域内の平

野部を 3 本の川が流れているため、「三瀬」という地

名であると伝えられています。 

昭和 54 年 4 月に豊浦公民館から三瀬コミュニティ

センターに移行し､三瀬地区自治会が発足しました。 

三瀬地区の地域ビジョンづくり 

平成 29 年度にまちづくり研修会を始動し、まちづ

くりの指針となる 「キャッチフレーズ」づくりから地

域ビジョン策定に取り組むこととなりました。地域

の様々な団体が参加するワークショップを開催し､

地域の現状把握を行い､令和 2 年 3 月に三瀬地区地域

ビジョン 「三瀬イズム 住むを楽しむコミュニティ」

を策定しました。策定以降は、鶴岡地域まちづくり未

来事業補助金を活用し、地域ビジョンで掲げた目標達

成のための事業を実施してきました。 

令和６年度は、「みんなで元気を生み出し発信する

まち､みんなでつくる安心のまち、みんなで支え合う

まち」をスローガンに､地域ビジョンのふり返りとア

ップデートを行いました。 

酒田市日向地区から避難所運営を学ぶ 

令和７年３月 29 日に、研修会「コミュニティ×防

災（令和 6 年７月の豪雨災害対応の活動の中で）」を

開催し、避難所運営への理解を深めました。 

研修会前半では、酒田市日向コミュニティ振興会

の工藤事務局長から地区の成り立ちや避難者受入れ

に至るまでの具体的な事例について説明いただきま

した。また、連携してカフェを開設した株式会社良品

計画との関係や地域ビジョン策定の経緯などについ

ても紹介があり、 「いんんな世代がみんなで支え合え

る地域」というゆるやかなつながりを大切にした地

域ビジョンがあったからこそ､豪雨災害時における

避難者対応の受入れが可能になったのではないかと

感じました｡さらに、防災無線の音が全く聞こえなか

ったこと、避難者の話を何度も聞く必要があったこ 

難者の部屋割が難しかったことなど避難所運営の現 

 

となど避難所運営にお 

ける課題も共有されま 

した。実際に災害が起 

きた時は避難所運営経 

験者がおらず、避難訓 

練どおりにはいかなか 

ったという言葉が印象に残りました。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

住民アンケートから避難のあり方を考える 

 研修会の後半では、鳥取大学地域学部の筒井教授

と山形大学地域教育文化学部の熊谷講師を交えたク

ロストークが行われました｡能登沖地震後に三瀬地

区で実施したアンケートでは､津波想定浸水域があ

る三瀬第 3 地区､三瀬第 4 地区で８割を超える世帯で

避難行動が取られたことや、滞在可能な避難先として

豊浦中学校が最も多かったことなど地域の特徴につ

いて伺うことができました。 

また､三瀬地区住民の不安､心配ごととして国道７

号線が使えない時はどうするのか､近所の単身高齢

者への対応はどうしたらよいか､ペットの避難はどう

するか､といった課題が挙げられたことを知り､参加

者で共有することができました。 

災害に備えて 

 豪雨災害への対応と住民アンケートの解析を組み

合わせた研修会により、我がごととして災害を考え

ることができました。特に高齢者の避難は、日向地区

でも三瀬地区でも大きな課題です。 

 今年度配布した 「三瀬地区防災の手引き」には、非

常時の持ち出しリスト、地震発生時の対応などを掲

載しています。災害の発生時にはお互いに思いやりの

気持ちを持ち、生活の安全、安心を確保していけたら

よいと思います。 

 
 
 
人  口：1,175 人（住民基本台帳） 

加入世帯数：450 世帯 
発  足：昭和 54 年 
学区・地区：鶴岡地域三瀬地区 

 
避難所運営について説明をする 

日向コミュニティ振興会の工藤局長（左） 

三 瀬 地 区

自治会 
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防災トイレの展示が行わ 

れました。 

子育てしやすい 

地域づくり 

住民アンケートで課題 

として挙げられていた小中学生の教育サポートにも

取り組みました｡今年も小学生の希望者を対象に､

「夏休み宿題支援室｣を開講し、おさらい帳などの宿

題のサポートを行いました。学年ごとに地元の教員

OB や大学生に指導をお願いし、わからない部分につ

いてアドバイスをしていただきました。 

また、年末年始休みには、「小学生書初め教室」も

開催しています。基本的な筆の運びや書のポイント

などを学びながら、学 

年ごとの課題に取り組 

んでいます。 

◌さらに、｢中学３年 

生学習支援室｣を来春 

の高校受験に向けて 9 

月から毎週 1 回開催し 

ています。この支援室 

では、英語又は数学を受講することができ、それぞれ

教員 OB から指導を受けて、受験対策の学習に取り

組んでいます。 

玄関先除雪で要配慮者を支援 

住民相互の助け合いによる「玄関先除雪ボランテ

ィア活動」は、高齢者世帯及び要支援者世帯を対象

に、町内会住民が 1 シーズンの除雪サポーターを担

います。除雪依頼者はあらかじめ除雪券（500 円/30

分）を購入し、除雪要請は活動センターに連絡しま

す。そして活動センターから除雪サポーターに除雪

依頼をするシステムとなっています。 

これらの事業のほか、当自治振興会では生涯学習・

環境福祉・体育・防災防犯を中心に各種事業の企画・

運営にあたっており、これからも住みよい地域づく

りを目指して尽力していきたいと考えています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                              

広域コミュニティ組織 

 
住民主体の地域づくり 

を目指して 

藤島地区自治振興会 会長 齋藤 昭彦 

 

  住民の必要課題に取り組む自治振興会を目指す 

平成 26 年、旧藤島公民館から藤島地区自治振興会

に移行し、藤島地区地域活動センターを拠点に、幅広

い分野の地域コミュニティを担うことになりまし

た。そこで住民組織代表者によるワークショップを

開催し、住民アンケートを実施しました。その結果を

もとに地域ビジョン５か年計画を策定し、計画に基

づいた活動に取り組んでいます。 

◌さて､最近は少子高齢化などによる社会構造の変

化だけでなく､諸物価の高騰､令和の米騒動と言われ

る過去に経験したことのないような､国民生活に直

結する問題が突発的に起こっています。また、気象に

おいても昨年 7 月に発生した三和地区を中心とした

水害や、夏場の高温障害､夏日の著しい増加などが挙

げられます。これらの現象は､少子化と相まって屋外

での運動の制限や活動の縮小、運動会種目の減少、地

域文化の継承や課題などに影を落としています。 

安心・安全な地域づくり 

防災に関する取組みの 1 つとして災害時には活動

センターが指定避難所となり､職員が災害状況の把

握や､各組織との情報共有にあたります｡令和元年に

は携帯無線機が 18 町内会長と活動センターに配備さ

れ､災害時に運用しています。 

また、地区一斉防災訓練を毎年実施しており、昨年

11 月の訓練では、911 名の方が参加し、各家庭での

初動訓練や、自主防災会で一時避難場所の開設・情報

伝達・安否確認などを実施しました。情報伝達訓練で

は、各町内会で屋外防災無線による避難の呼びかけ

が行われ、住民が真剣な面持ちで参加していました。 

さらに、指定避難所参集訓練では、避難者カードへ

の記入体験や、段ボールベッドの組み立て訓練、 

編集・発行／ 鶴岡市市民部コミュニティ推進課 
〒997-8601 鶴岡市馬場町 9-25 

T E L：0235-35-1203 

E-Mail：community@city.tsuruoka.yamagata.jp  

 
藤島庁舎総務企画課      TEL 0235-64-2111 

羽黒庁舎総務企画課      TEL 0235-62-2111 

櫛引庁舎総務企画課      TEL 0235-57-2111 

朝日庁舎地域づくり推進課 TEL 0235-53-2113 

温海庁舎総務企画課      TEL 0235-43-2111 

人  口：4,494 人（住民基本台帳） 

：1,727 世帯 
発  足：平成 26 年 

：藤島地域藤島地区 

小学生を対象とした 
「夏休み支援教室」 

 藤島地域 

藤島地区 

自治振興会 


